
『
文
選
』
と
『
万
葉
集
』

も
ん
ぜ
ん

『
万
葉
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
は
、

歌
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
漢
文
や
漢
詩

も
あ
り
、
ま
た
題
詞
や
序
文
は
す
べ
て
漢

文
で
書
か
れ
て
い
ま
す
。
万
葉
び
と
た
ち
、

特
に
官
人
や
知
識
人
た
ち
は
熱
心
に
中
国

の
文
学
や
思
想
を
学
び
ま
し
た
。
そ
の
中

で
も
、
『
万
葉
集
』
の
作
品
に
大
き
な
影

響
を
与
え
た
と
い
わ
れ
て
い
る
重
要
な
文

献
に
、
『
文

選
』
と
い
う
詩
文
集
が
あ
り

も
ん
ぜ
ん

ま
す
。

『
文
選
』
は
、
周
か
ら
中
国
六
朝
期
に

至
る
ま
で
の
、
約
一
〇
〇
〇
年
間
の
著
名

な
詩
文
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
で
す
。

梁

の

り
よ
う

時
代
（
六
世
紀
前
半
）
に
、
文
学
に
造
詣
の

深
か
っ
た
若
き
皇
太
子
・
昭

明
太
子

し
よ
う
め
い

た

い
し

（
蕭

統
）
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
ま
し
た
。

し
よ
う
と
う

の
ち
の
宋
の
時
代
（
十
～
十
三
世
紀
）
に
は
、

科
挙
の
詩
文
創
作
試
験
に
お
け
る
必
読
の

か
き
よ

書
と
な
り
、
「
『
文
選
』
に
精
通
す
れ
ば
科

挙
に
は
半
ば
合
格
し
た
も
同
然
」
と
ま
で

言
わ
れ
る
ほ
ど
、
収
録
さ
れ
た
作
品
は
美

文
・
名
句
の
手
本
と
さ
れ
ま
し
た
。

万
葉
び
と
た
ち
が
目
に
し
て
い
た
の
は
、

初
唐
の
李
善
と
い
う
学
者
の
注
釈
が
施
さ

り
ぜ
ん

れ
た
『
文
選
』
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
通
称
「
李
善

注

文

選
」
で
す
。

り
ぜ
ん
ち
ゆ
う
も
ん
ぜ
ん

そ
の
一
例
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

張

衡
（
後
漢
の
科
学
者
・
文
人
）

の

ち
よ
う
こ
う

「
帰
田
賦
」（
『
文
選
』
巻
十
五
）
に
は
、

き
で
ん
の
ふ

是
に
於
て
仲

春
の
令
月
、
時
和
し

こ
こ

お
い

ち
ゅ
う
し
ゅ
ん

れ
い
げ
つ

わ

気
清
む
。〔
於
是
仲
春
令
月
、
時
和
気
清
。
〕

と
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
令
月
」
に
つ
い
て
、

李
善
は
「
儀
礼
曰
、
令
月
、
吉
日
。
鄭

玄

ぎ
ら
い

じ
よ
う
げ
ん

曰
、
令
、
善
也
。
」
と
注
し
て
い
ま
す
。

『
儀
礼
』
は
古
代
中
国
の
儒
教
経
典
の
一

ぎ
ら
い

つ
で
、
そ
こ
に
は
「
令
月
は
吉
日
」
で
あ

る
と
記
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
そ
の
『
儀

礼
』
に
注
を
施
し
た
鄭

玄
（
後
漢
の
著
名

じ
よ
う
げ
ん

な
学
者
）
は
、
「
令
は
善
な
り
」
と
注
し
て

い
ま
す
。
李
善
は
こ
の
『
儀
礼
』
と
鄭
玄

の
注
を
引
用
す
る
こ
と
で
、
「
帰
田
賦
」

の
「
令
月
」
の
解
釈
を
示
そ
う
と
し
た
の

で
す
。

右
に
引
用
し
た
「
帰
田
賦
」
の
一
文
は
、

元
号
「
令
和
」
の
出
典
と
な
っ
た
「
梅

花

う
め
の
は
な

の
歌
三
十
二
首
」
の
序
文
「
時
に
、
初

春

し
ょ
し
ゅ
ん

の
令
月
に
し
て
、
気
淑
く
風

和

ぎ
」
に

れ
い
げ
つ

よ

や
は
ら

類
似
す
る
表
現
と
し
て
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

序
文
の
作
者
と
目
さ
れ
る
大

伴

旅

人
は

お
お
と
も
の
た
び
と

中
国
文
学
に
対
す
る
教
養
の
深
い
人
で
し

た
の
で
、
当
然
、
「
李
善
注
文
選
」
を
見

て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
従
っ
て
、

旅
人
は
「
令
月
」
が
「
吉
日
」
で
あ
り
、

「
善
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
こ
と
を
理
解

し
た
上
で
、「
初
春
の
令
月
」（
初
春
の
善
き

月
）
と
表
現
し
た
の
だ
と
い
え
ま
す
。

春
の
美
景
を
表
現
す
る
、
と
い
う
意
味

で
は
両
者
は
確
か
に
似
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
「
帰
田
賦
」
は
隠
遁
し
て
自
由
な
生

活
を
送
る
こ
と
を
望
む
内
容
の
賦
で
す
。

正
月
に
梅
花
を
愛
で
る
宴
の
美
景
を
述
べ

よ
う
と
し
た
旅
人
の
序
文
と
は
、
ま
っ
た

く
理
念
の
異
な
る
作
品
で
す
。
旅
人
を
含

め
た
万
葉
び
と
た
ち
は
『
文
選
』
を
大
い

に
参
考
に
し
ま
し
た
が
、
た
だ
模
倣
し
た

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
『
文
選
』
の
作
品

に
刺
激
を
受
け
な
が
ら
、
新
し
い
作
品
の

創
造
へ
と
邁
進
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

※
『
文
選
』
の
引
用
は
小
尾
郊
一

全
釈
漢
文
大
系
『
文
選

（
文
章
編
）
二
』
集
英
社
に
、「
李
善
注
」
の
引
用
は『
文
選
』

（
上
海
古
籍
出
版
社
）
に
、『
万
葉
集
』
の
引
用
は
中
西
進

『
万
葉
集

全
訳
注
原
文
付
』
講
談
社
文
庫
に
よ
る
。

（
主
任
研
究
員

大
谷

歩
）

○
新
着
図
書
案
内
○

☆
飛
鳥
・
藤
原
の
宮
都
を
語
る

（
相
原
嘉
之
／
吉
川
弘
文
館
）

☆
古
事
記
講
話

（
菅
野
雅
雄
／
お
う
ふ
う
）

☆
日
本
古
代
宮
都
史
の
研
究

（
橋
本
義
則
／
青
史
出
版
）

☆
国
家
形
成
期
の
王
宮
と
地
域
社
会

（
古
市
晃
／
塙
書
房
）

☆
橿
原
考
古
学
研
究
所
論
集
第
十
七

（
橿
原
考
古
学
研
究
所
編
／
八
木
書
店
）

☆
飛
鳥
宮
跡
出
土
木
簡

（
橿
原
考
古
学
研
究
所
編
／
吉
川
弘
文
館
）

☆
万
葉
文
化
論

（
上
野

誠
／
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）

☆
古
代
文
学
と
隣
接
諸
学

１
～
４

１

古
代
日
本
と
興
亡
の
東
ア
ジ
ア

２

古
代
の
文
化
圏
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

３

古
代
王
権
の
史
実
と
虚
構

４

古
代
の
文
字
文
化

（
竹

林

舎
）

開
館
時
間
―
午
前
十
時
～
午
後
五
時
半

休

館

日
―
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌

日
）・
年
末
年
始
・
展
示
替
日

図
書
室
の
ご
利
用
は
無
料
で
す

閲
覧
で
の
ご
利
用
に
な
り
ま
す
。

コ
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